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地地
方方
財財
政政
対対
策策
にに

関関
すす
るる
要要
望望（（
抜抜
粋粋
））

�
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
に

つ
い
て
�
地
方
交
付
税
の
増
額
に

よ
る
一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
財

源
保
障
機
能
及
び
財
源
調
整
機
能

の
強
化
、
地
方
交
付
税
の
算
定
等

を
通
じ
た
確
実
な
財
源
措
置
な
ど

�
都
市
税
源
等
の
充
実
強
化
に
つ

い
て
�
消
費
税
等
の
税
源
移
譲
な

ど
に
よ
る
偏
在
性
の
小
さ
い
地
方

税
体
系
の
構
築
、
環
境
関
連
税
制

の
導
入
に
係
る
地
方
税
財
源
の
確

保
等
（
な
か
で
も
自
動
車
関
係
諸

税
は
代
替
案
を
示
さ
ぬ
限
り
は
仕

組
み
堅
持
）
、
都
市
税
源
の
充
実

強
化
な
ど
�
地
方
債
資
金
の
確
保

等
に
つ
い
て
�
地
方
債
資
金
の
確

保
、
公
債
費
負
担
対
策
の
延
長

等
、
合
併
特
例
債
の
制
度
拡
充
な

ど
�
地
方
公
営
企
業
に
対
す
る
財

政
措
置
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
�

公
営
企
業
繰
出
金
等
の
所
要
額
確

保
、
地
方
公
営
企
業
に
対
す
る
財

政
措
置
の
充
実
強
化
�
国
庫
補
助

負
担
金
改
革
に
つ
い
て
�
市
町
村

向
け
の
国
庫
補
助
金
等
の
一
括
交

付
金
化
に
つ
い
て
、
直
轄
事
業
負

担
金
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
な
ど

本委員会の先陣を切り

地地財財委委がが始始動動
要望事項等を決定

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

斎
藤
賢
一
・
二
本
松
市
議
会
議

長
）
は
７
月
３
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
第
１
２
８
回
地
方
財

政
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
２５
年

度
の
地
方
財
政
対
策
に
関
す
る
要

望
を
決
定
�
抜
粋
を
左
掲
。
あ
わ

せ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早

期
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
要
望
も

決
定
し
た
�
詳
細
は
本
紙
７
月
２５

日
号
へ
掲
載
予
定
。
な
お
、
当
日

は
総
務
省
大
臣
官
房
の
黒
田
武
一

郎
・
審
議
官
、
同
省
自
治
税
務
局

企
画
課
の
市
川
靖
之
・
税
務
企
画

官
が
所
管
事
項
を
説
明
し
た
。

会
議
終
了
後
、
委
員
会
で
決
定

し
た
要
望
項
目
の
実
現
を
求
め
、

正
副
委
員
長
は
政
府
・
与
党
関
係

者
へ
、
各
委
員
は
地
元
選
出
の
国

会
議
員
を
中
心
に
、
要
請
活
動
を

展
開
し
た
。
斎
藤
委
員
長
、
豊
岡

賢
二
・
副
委
員
長
（
妙
高
市
）
、

上
田
正
・
副
委
員
長
（
江
田
島

市
）
は
院
内
で
、
小
林
正
夫
・
民

主
党
企
業
団
体
対
策
委
員
長
、
�

坂
誠
二
・
同
党
総
括
副
幹
事
長
と

面
談
。
本
会
が
求
め
る
車
体
課
税

の
関
係
で
�
坂
副
幹
事
長
は
「
代

替
財
源
を
示
さ
な
い
ま
ま
廃
止
し

よ
う
と
す
る
議
論
は
乱
暴
」
と
述

べ
、
本
会
の
主
張
に
理
解
を
示
し

た
。
ま
た
、
�
坂
副
幹
事
長
は
震

災
関
係
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
面
な

ど
考
慮
す
べ
き
課
題
が
あ
る
と
す

る
認
識
を
示
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1837・38号７月１５日平成24年
（2012年）

会
議
終
了
後
に
要
請
活
動

あいさつする斎藤賢一・地方財政委員長

地方財政委員長
斎藤賢一（二本松市）

小林・民主党企業団体対策委員長（右から２番目）
�坂・同党総括副幹事長（右から３番目）に対し要望

（１） 平成２４年７月１５日 第１８３７・３８号



基地対策関係施策に関する重点要望
１．基地交付金・調整交付金（総務省所管）
の増額確保等
今年度は固定資産税の評価替えの年度に当
たるため、基地交付金・調整交付金について
は、これまで３年ごとに増額されている経緯
を踏まえ、増額すること。
また、基地交付金の対象資産の範囲を自衛
隊の使用する全資産に拡大すること。
２．基地周辺対策経費（防衛省所管）の所要
額確保等
�基地周辺対策事業については、近年、補
助対象施設・範囲の拡大等の適用基準の
緩和がなされたことは評価されるもので
あるが、今後更に緩和を図るとともに、
所要額を確保すること。
�在日米軍再編に伴い負担増となる市町村
に対しては、十分な支援措置を講ずると
ともに、再編に伴い現行の基地対策関係
予算に支障が生ずることのないよう十分
配慮すること。

全
国
市
議
会
議
長
会

基
地
協
議
会
（
会
長
�

神
田
隆
彦
・
呉
市
議
会

議
長
）
は
７
月
５
日
、

東
京
・
全
国
都
市
会
館

で
第
７７
回
理
事
会
を
開

き
、
「
基
地
対
策
関
係

施
策
の
充
実
強
化
に
関

す
る
要
望
」
な
ど
を
決

定
。
特
に
「
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
（
総

務
省
所
管
）
の
増
額
確

保
等
」
「
基
地
周
辺
対

策
経
費（
防
衛
省
所
管
）

の
所
要
額
確
保
等
」
を

重
点
要
望
と
し
た
。

基
地
交
付
金
は
調
整
交
付
金
と

と
も
に
、
３
年
に
一
度
の
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
の
年
度
の
翌
年

度
に
増
額
確
保
さ
れ
て
き
た
�
右

下
掲
。
今
年
度
は
評
価
替
え
の
年

度
に
該
当
す
る
た
め
、
２５
年
度
予

算
で
の
増
額
確
保
を
目
指
す
。
会

議
終
了
後
、
基
地
協
議
会
で
は
実

行
運
動
班
を
編
成
し
�
下
掲
、
一

川
保
夫
・
民
主
党
参
議
院
幹
事

長
、
小
林
正
夫
・
民
主
党
企
業
団

体
対
策
委
員
長
、
宮
島
大
典
・
民

主
党
副
幹
事
長
、
下
条
み
つ
・
防

衛
大
臣
政
務
官
、
加
賀
谷
健
・
総

務
大
臣
政
務
官
に
面
談
し
要
望
。

他
の
議
長
は
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
ら
に
要
望
し
た
。
な
お
、
当

日
は
総
務
省
の
前
田
一
浩
・
固
定

資
産
税
課
長
と
防
衛
省
の
中
村
吉

利
・
地
方
協
力
企
画
課
長
が
所
管

事
項
を
説
明
し
た
。
【
実
行
運
動

班
構
成
市
町
】
▽
呉
市
（
会
長
）

▽
旭
川
市
（
副
会
長
）
▽
昭
島
市

（
同
）
▽
和
泉
市
（
同
）
▽
鹿
屋

市
（
同
）
▽
上
富
良
野
町
（
同
）

▽
大
和
町
（
同
）
▽
三
沢
市
（
相

談
役
）
▽
小
松
市
（
同
）
▽
福
生

市
（
同
）
▽
岩
国
市
（
同
）

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
田
村
雄
二
・
苫
小

牧
市
議
会
議
長
）
は
７
月
３
日
、

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子
で

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

を
開
催
。
要
望
事
項
な
ど
を
決
定

し
た
。

当
日
は
、
田
村
会
長
と
開
催
市

の
中
野
裕
隆
・
苫
小
牧
市
副
市
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
。
そ
の
の
ち
協

議
に
入
り
、
高
速
道
路
建
設
促
進

に
関
す
る
要
望
書
案
、
平
成
２３
年

度
会
計
決
算
な
ど
を
審
議
し
、
原

案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

要
望
の
柱
は
▽
建
設
促
進
▽
料

金
制
度
▽
利
便
性
向
上
▽
防
災
・

安
全
対
策
等
の
推
進
―
―
の
４
本

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

基
地
協
議
会
の
実
行
運
動
班

理事会で要望決定

高高
速速
協協
がが
役役
員員
会会
開開
催催

基地交付金及び調整交付金の総額の推移

合 計

（百万円）

２６，１５０
２６，１５０
２６，１５０
２７，１５０
２７，１５０
２７，１５０
２８，１５０
２８，１５０
２８，１５０
２９，１５０
２９，１５０
２９，１５０
３０，１５０
３０，１５０
３０，１５０
３１，１５０
３１，５４０
３１，５４０
３２，５４０
３２，５４０
３２，５４０
３３，５４０
３３，５４０
３３，５４０

（注１）表中、太字は増額した年度である。
（注２）平成１７年度の予算増額は基地交付金の対象に新たに通信施設を追加したことによるものである。

調整交付金

対 象
市町村数

６７
６９
６９
６９
６８
６６
６４
６３
６４
６３
６２
６１
６１
６０
６０
６０
５６
５５
５５
５６
５５
５６
５６
―

交付金額
（百万円）

５，４００
５，４００
５，４００
５，６００
５，６００
５，６００
５，８００
５，８００
５，８００
６，０００
６，０００
６，０００
６，２００
６，２００
６，２００
６，４００
６，４００
６，４００
６，６００
６，６００
６，６００
６，８００
６，８００
６，８００

基地交付金

対 象
市町村数

３０２
３０５
３０５
３０５
３０３
３０３
３０２
２９８
２９８
２９８
２９８
２９８
２９９
３００
３０１
２９８
３１０
２９７
２９７
２９７
２９６
２９７
２９７
―

交付金額
（百万円）

２０，７５０
２０，７５０
２０，７５０
２１，５５０
２１，５５０
２１，５５０
２２，３５０
２２，３５０
２２，３５０
２３，１５０
２３，１５０
２３，１５０
２３，９５０
２３，９５０
２３，９５０
２４，７５０
２５，１４０
２５，１４０
２５，９４０
２５，９４０
２５，９４０
２６，７４０
２６，７４０
２６，７４０

年 度

平成元年度
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４（予算額）

政政
府府
・・
与与
党党
へへ
要要
請請
活活
動動

２４
年
度
の
要
望
事
項
を
決
定

【写真上】下条みつ・防衛大臣政務官（左から５番目）に要請活動を実施
【写真下】加賀谷健・総務大臣政務官（左から５番目）に要請活動を実施

役員会のもよう

基地協会長
神田隆彦（呉市）

高速協会長
田村雄二（苫小牧市）

第１８３７・３８号 平成２４年７月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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つ
ま

り

本
年
７
月
２９
日
か
ら
５１
日
間
に
わ
た
り
、
越
後
妻
有
地
域
（
新
潟

県
十
日
町
市
・
津
南
町
）
を
舞
台
に
、
３
年
に
一
度
の
国
際
芸
術
展

「
大
地
の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
７
６
０
平
方
�
に
も
及
ぶ
地
域
に
広
が
る
美
し
い
里
山

風
景
の
中
に
作
品
が
点
在
す
る
展
示
方
式
を
採
り
、
作
品
鑑
賞
を
通

じ
人
と
自
然
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
機
会
を
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

世
界
最
大
級
の
国
際
芸
術
祭
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
越
後
妻

有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

は
、
今
年
の
開
催
で
５
回
目
を
数

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
「
都
市

と
地
域
」
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
里

山
」
「
若
者
と
お
年
寄
り
」
の
交

流
と
協
働
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
数

多
く
の
ア
ー
ト
作
品
が
、
集
落
や

田
ん
ぼ
、
空
き
家
、
廃
校
に
展
開

さ
れ
る
芸
術
祭
は
地
域
の
人
々
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
心
温
ま
る
お

も
て
な
し
で
国
内
外
か
ら
の
旅
人

を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

芸
術
祭
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は

地
域
の
人
々
の
ほ
か
、
数
多
く
の

都
会
の
若
者
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
自

ら
を
「
こ
へ
び
隊
」
と
名
付
け
ま

し
た
。
「
脱
皮
し
な
が
ら
力
を
合

わ
せ
て
大
き
く
な
っ
て
い
こ
う
」

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
芸
術
祭
の
運
営
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
活
動
へ

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
の
ほ
か
、
こ
へ
び

隊
の
メ
ン
バ
ー
に
も
支
え
ら
れ
、

芸
術
際
は
９
月
１７
日
ま
で
を
期
間

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
の

芸
術
際
は
、
４４
の
国
と
地
域
か
ら

３
１
８
組
の
作
家
が
参
加
し
、
展

示
さ
れ
る
作
品
は
３
５
８
点
に
も

及
び
ま
す
。
平
成
１２
年
の
芸
術
祭

開
催
以
来
、
年
を
追
う
ご
と
に
展

示
さ
れ
る
作
品
が
増
え
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
の
芸
術
祭
で
も
前
回

並
み
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

主
催
者
は
、
芸
術
祭
の
基
本
理

念
を
「
人
間
は
自
然
に
内
包
さ
れ

る
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
無

数
の
集
落
を
ベ
ー
ス
に
作
品
を
散

在
さ
せ
る
展
示
方
式
が
、
四
季
折

々
の
里
山
の
生
活
を
感
じ
さ
せ
る

演
出
と
な
り
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。
回
数
を
重
ね
る
た

び
、
芸
術
祭
へ
参
加
す
る
集
落
の

数
が
増
加
し
て
い
る
実
績
は
、
地

域
へ
根
ざ
し
て
い
る
事
実
を
如
実

に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

世
界
有
数
の
豪
雪
地
と
な
っ
て

い
る
同
地
域
で
は
、
晴
耕
雨
読
・

夏
耕
冬
読
の
文
化
が
深
く
浸
透
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
人
々
が
芸
術

祭
へ
理
解
を
示
す
土
壌
は
、
十
分

過
ぎ
る
ほ
ど
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た

と
も
い
え
ま
す
。
地
域
の
人
々
や

こ
へ
び
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
妻
有

へ
訪
れ
る
旅
人
を
今
か
今
か
と
待

ち
望
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

十日町市
（新潟県）

〈大地の芸術祭サポート会議〉
団体 ○経済団体

商工会議所、商工会、ＪＡ、織物工業組合、
建設業協会、森林組合、建設・建築関係団体

○観光関係団体
観光協会、旅館・温泉組合
交通関係（鉄道・バス・タクシー）団体

○教育・文化関係団体
教育関係団体、小中高学校、文化協会

○奉仕、地域づくり関係団体
ライオンズクラブ、ロータリークラブ、青
年会議所

○地域団体、地域協議会、住民代表
行政 十日町市、津南町、県地域振興局
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市市 政政

ニニュューースス

地
域
へ
根
ざ
し
た
文
化
の
取
組
み

名誉実行委員長

顧 問

十日町市
津南町

アートフロント
ギャラリー

大地の芸術祭実行委員会

〈本部会議〉
十日町市長、津南町長
総合プロデューサー
総合ディレクター

アドバイザー

企画担当者会議 事務局 〈参加団体連絡調整会議〉

会期中
作品数

１４６作品

２２４作品

３２９作品

３６５作品

参加
集落

２８集落

３８集落

６７集落

９２集落

入込客数

１６２，８００人

２０５，１００人

３４８，９９７人

３７５，３１１人

開催年

平成１２年

平成１５年

平成１８年

平成２１年

大地の芸術祭実行委員会組織

委 託

田島征三「鉢＆田島征三・絵本と木の実の美術館」（Takenori Miyamoto
+Hiromi Seno）は廃校となった十日町市真田小学校の体育館に展示

（３） 平成２４年７月１５日 第１８３７・３８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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トトピピッッ
ククスス

父
子
家
庭
へ
の
支
援
策
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
採
択
が
最
多
と
な

っ
た
背
景
に
は
、
多
く
の
父
子
家

庭
が
母
子
家
庭
と
同
様
、
経
済
的

に
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
平
成
２０
年

の
金
融
危
機
以
降
、
日
本
経
済
は

急
速
に
冷
え
込
ん
だ
が
、
影
響
は

子
育
て
に
追
わ
れ
る
一
人
親
家
庭

へ
も
例
外
な
く
及
ん
だ
。

同
じ
一
人
親
家
庭
で
も
、
父
子

家
庭
と
母
子
家
庭
で
は
行
政
に
よ

る
支
援
の
内
容
に
大
き
な
差
が
あ

る
。
児
童
扶
養
手
当
法
が
改
正
さ

れ
、
母
子
家
庭
の
み
を
対
象
に
支

給
さ
れ
て
い
た
児
童
福
祉
手
当
が

２２
年
８
月
か
ら
、
父
子
家
庭
に
対

し
て
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
は
な

っ
た
も
の
の
、
母
子
家
庭
が
行
政

か
ら
受
け
ら
れ
る
支
援
制
度
の
▽

就
労
支
援
▽
技
能
習
得
支
援
▽
福

祉
貸
付
▽
自
立
支
援
給
付
金
―
―

な
ど
、
多
く
の
制
度
に
よ
る
恩
恵

を
父
子
家
庭
は
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
平
成

１８
年
度
母
子
世
帯
等
調
査
に
よ
れ

ば
、
全
国
に
は
年
間
就
労
収
入
が

３
０
０
万
円
未
満
の
父
子
家
庭
が

３７
・
２
％
も
存
在
す
る
と
い
う
結

果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
意
見
書
で

は
、
対
象
を
母
子
家
庭
に
限
っ
て

い
る
諸
制
度
に
つ
い
て
、
範
囲
を

父
子
家
庭
に
ま
で
拡
大
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

ま
た
、
２０
年
の
金
融
危
機
以
降

は
、
若
者
の
雇
用
に
対
す
る
悪
影

響
も
拡
大
し
た
。
金
融
危
機
を
発

端
と
す
る
超
円
高
、
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
な
ど
、
雇
用
悪
化
を
招

く
懸
念
材
料
は
尽
き
る
こ
と
が
な

い
。
長
引
く
景
気
低
迷
は
若
者
の

正
社
員
へ
の
道
を
閉
ざ
し
、
未
就

職
者
は
職
業
能
力
向
上
の
機
会
を

失
う
こ
と
と
な
る
。
意
見
書
で
は
、

若
者
雇
用
の
非
正
規
化
が
進
む
要

因
の
１
つ
に
「
情
報
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
」
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

前
号
に
引
き
続
き
今
号
に
お
い
て
も
、
３
月
定
例
会
に
お
け
る
意
見
書
・
決
議
の
議
決
状
況
を
紹
介
す

る
。
「
下
」
で
は
「
父
子
家
庭
支
援
策
の
拡
充
」
が
８８
件
で
最
多
と
な
っ
た
ほ
か
、
「
『
障
害
者
総
合
福

祉
法
（
仮
称
）
』
の
制
定
」
が
７１
件
と
続
く
。
同
法
制
定
を
求
め
る
声
は
１２
月
定
例
会
で
３２
件
と
急
増
し

た
が
、
さ
ら
に
採
択
件
数
が
伸
び
る
結
果
と
な
っ
た
。
若
者
の
雇
用
関
係
を
憂
慮
す
る
声
も
６３
件
と
多
い
。

「
父
子
家
庭
支
援
策
の
充
実
」が
最
多
へ

３３
月月
定定
例例
会会
のの
意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
（下）

【
訂
正
と
お
詫
び
】

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
掲
載
し

た
「
都
市
数
」
の
表
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
す
る
と
と
も

に
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
▽
指

定
都
市
�
２０
市
▽
中
核
市
�
４１
市

▽
特
例
市
�
４０
市
▽
一
般
市
�
６

８
６
市
▽
特
別
区
�
２３
区
。

７月１５日現在の都市数
８１０団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

３月定例会意見書・決議の議決状況（下） （２４．１．１～４．３０）

決 議
【建設・運輸・郵政・国土保全】 【 ７７】 【 ３】
○都市再生機構賃貸住宅の公共住宅としての ３４ ―
継続
○東日本大震災により被災した道路及び鉄道 １０ ―
の早期復旧・支援
○郵政改革法案の速やかな成立 ９ ―
○その他 ２４ ３
【警察・防災・消防】 【 ５４】 【 ３】
○緊急事態基本法の早期制定 １５ ―
○東日本大震災による被災地の復興・生活再 １４ ―
建の強化
○災害を想定した防災・減災に対する施策の １２ １
推進
○防災会議に女性の視点を取り入れる ６ ―
○原子力発電所の警備強化 ３ ―
○その他 ４ ２
【労働・商工】 【 ８３】 【 ２】
○若者の雇用を巡るミスマッチの解消 ６３ ―
○最低賃金の大幅引き上げと中小零細企業支 １２ ―
援の拡充
○「協同労働の協同組合法（仮称）」の速や ３ ０
かな制定
○その他 ５ ２
【外交・防衛・国際関係】 【 ２７】 【 ９】
○北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決 ５ ―
○日米地位協定の見直し ４ ―
○尖閣諸島をはじめ我が国の領土及び領海を ３ ０
守る体制整備
○米国原子力潜水艦のホワイト・ビーチ寄港 ２ ２
に反対
○米海軍航空機の部品落下事故の原因究明と ２ ２
再発防止
○北朝鮮の「ロケット」発射計画の中止 １ ３
○その他 １０ ２
【社会・くらし】 【 ２９５】 【 ７】
○父子家庭支援策の拡充 ８８ ―
○「障害者総合福祉法（仮称）」の制定 ７１ ―
○年金制度抜本改革の全体像を早期公表 ５４ ―
○介護保険制度の安定的な運営のための対応 ２９ ２
○東京電力株式会社の電気料金値上げ反対・ ２８ ２
電力制度改革の推進
○「人権侵害救済法案」の国会提出に反対 ９ ―
○その他 １６ ３
【その他】 【 １】 【 ５】
【合 計】 【 ５３７】 【 ２９】
【総合計】 【１，１２７】 【 １１４】

意見書件 名

議会

第１８３７・３８号 平成２４年７月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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